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本発表は、前回（2017年秋季大会）報告し

た spacelike Clebsch dual field （SCDF）

[1,2,3]による新たなドレスト光子（DP）モ

デルの構築に関する研究の続報であり、今

回の主テーマは、「DP の帰結する物理定数

の存在」である。 SCDF の基本式は

spacelike Klein Gordon (SKG) であるが、

超光速「粒子」タキオン解は不安定 [4] で

ある事が知られており、SKGに現れる長さ

の次元を持つ定数は、timelike な KG に対

応する様な局在化した個別粒子の質量に対

応するものではなく、ドレスト光子の出現

する状況全てに関わる普遍性を有すること

が期待される。SCDF の基本式から、

Clebsch photonは Regge polesとして現れ

る共鳴ハドロンの寄与するポテンシャル項

の特性を持ち、その“基底状態”は spacelike

な性質より加速膨張を引き起こす宇宙項

（反重力）と類似した機能を担うため、こ

の文脈での DP 研究は広い分野に影響を及

ぼす可能性がある。今回の報告では、図１

に示す非共鳴光を光源とし、金属膜非塗布

ファイバープローブの先端の DP を用いた

光化学気相堆積法によるナノパターン形成

実験[5]で得られた DP の半値全幅を「DP

定数」と見てスケール解析を実行すると，

宇宙論における宇宙項にオーダー的に近い

効果が再現されること、更に，“基底状態”

ではない一般の場合の DP dynamics の本

質を理解する上で重要な役割を演ずる数理

的視点を提示する。 

    

図１：堆積された Zn のナノパターン。光

源 波 長 は 各 々  325nm(a), 488nm(b), 

684nm(c)
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